
第３回一般国道 397 号（仮称）新小谷木橋詳細デザイン検討委員会 

開 催 結 果 
 

１ 日時 

平成 29 年６月 27 日（火）14 時～15 時 

 

２ 場所 

  奥州市水沢区羽田町地内（北上川左岸側小谷木橋橋台付近） 

 

３ 出席者（委員）  

別添名簿のとおり（22 名中 15 名出席） 

 

４ 議事 

（１）委員会のスケジュール 

（２）橋桁の色彩案 

（３）橋梁付属物等のデザイン案 

（４）その他 

 

５ 議事概要 

（１）委員会のスケジュール 

・ 事務局から資料２（１）に基づき説明を行った。 

（２）橋桁の色彩案 

 ・ 事務局から資料２（２）に基づき説明を行った後、第２回委員会で「日本の伝統色」から    

選定した最終色彩候補案５色の色彩サンプルを工事現場付近の現在の小谷木橋に展示し、周辺

景観との調和状況等を現地で確認しながら検討を行った。 

 ・ 検討の結果、周辺景観とのバランスや橋梁付属物の色彩がダークグレーであることなどを  

踏まえ、「利休鼠（りきゅうねず）」（緑みの灰色）を採用することを満場一致で決定した。 

（３）橋梁付属物等のデザイン案 

 ・ 事務局から資料２（３）に基づき第２回委員会での橋梁照明に関する意見（歩道部の安全   

確保等）に対する補足説明を行い、了承された。 

（４）その他 

・ 事務局から資料２（４）に基づき、新小谷木橋の検討体制について説明を行った。 

・ 本委員会で橋梁構造に係る検討が全て終了し、残る検討項目は新小谷木橋周辺の生活空間 

（バルコニー、橋詰広場）に係る内容となることから、今後は委員会形式ではなく、地元    

振興会等と協議しながら別途検討を行うこととなった。 

 

６ その他 

・ 審議事項の検討が全て終了したことから、本日で本委員会を閉じることとなった。 

 



第３回一般国道397号（仮称）新小谷木橋詳細デザイン検討委員会　委員名簿（出席者）

（敬称略・五十音順）

氏名 職名等
出席
状況

備考

相原　康二 えさし郷土文化館館長 出席 副委員長

朝日田　恭博 朝日田デザイン研究室 欠席 羽田地区

伊藤　文雄 常盤地区振興協議会事務局長 出席 常盤地区

梅原　清志 川前行政区長 出席 羽田地区

遠藤　清逸 常盤地区振興協議会会長 出席 常盤地区

及川　勝幸 常盤地区振興協議会理事 欠席 常盤地区

及川　健 奥州市都市整備部土木課長 出席

及川　純一 特定非営利活動法人イーティーシー理事長 欠席

川村　久子 Color Studio 川村工房代表 出席

菊地　政平
特定非営利活動法人北上川中流域エコミュージアム
推進会議理事長

出席

後藤　安彦 水沢鋳物工業協同組合専務理事 出席 羽田地区

今野　健 美術創作集団ら・ふれえど 欠席

佐藤　建樹 羽田地区新橋架橋期成同盟会会長 出席 羽田地区

佐藤　静進 羽田町商工会会長 出席 羽田地区

佐藤　ソノ子 前財団法人奥州市文化振興財団理事長 出席

佐藤　甫 常盤地区振興協議会副会長 欠席 常盤地区

髙森　俊文 奥州商工会議所専務理事 出席

千葉　幸一 常盤地区振興協議会副会長 出席 常盤地区

高橋　よその 社団法人岩手県建築士会奥州支部顧問 出席

新沼　久治 水沢警察署交通課長 欠席

野口　暁浩
国土交通省東北地方整備局
岩手河川国道事務所水沢出張所長

欠席

南　正昭 岩手大学理工学部教授 出席 委員長


